
１月５日、サルナートで市民賞授賞式が行われ、市の歴史文化の発展、
教育振興、地域振興に寄与した３人の方に市民賞が贈呈されました。
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巨
勢
庸
純
氏
が
選
挙
管
理
事
務
功
労

に
よ
り
「
旭
日
単
光
章

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

」
を
受
章
さ
れ
、

11
月
25
日
に
市
役
所
で
叙
勲
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

巨
勢
氏
は
平
成
３
年
９
月
か
ら
平
成

11
年
９
月
ま
で
と
、
平
成
14
年
１
月
か

ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
の
、
通
算
24
年

３
カ
月
の
永
き
に
わ
た
り
尾
花
沢
市
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
選

挙
の
公
正
な
執
行
や
投
票
率
向
上
の
た

め
の
啓
発
等
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

※
旭
日
章

き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う

…
国
家
ま
た
は
公
共
に
対

し
功
労
が
あ
り
、
特
に
顕
著
な
功
績

を
あ
げ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
章
で
す
。

髙
橋
氏
は
、
り
ん
ど
う
生
産
者
と
し

て
、
地
域
に
適
し
た
品
種
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
新
品
種
４

品
を
世
に
送
り
出
す
な
ど
し
、
市
場
か

ら
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
山

形
県
り
ん
ど
う
生
産
研
究
会
会
長
と
し

て
長
年
に
わ
た
り
生
産
者
の
相
互
研

鑽
・
情
報
交
換
を
図
る
な
ど
、
県
内
の

り
ん
ど
う
生
産
の
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
山
形
県

の
農
業
賞
の
中
で
最
も
権
威
あ
る
「
大

高
根
農
場
記
念
山
形
県
農
業
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
26
日
、
山
形
県
が
公
共
土
木
施

設
等
の
利
用
環
境
改
善
・
安
全
性
の
向

上
に
尽
力
し
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す

る
「
県
土
づ
く
り
感
謝
状
」
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
２
つ
の
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。





▲表彰の報告に訪れた宮沢地区振興
連絡協議会三浦義一会長(写真右）

▲市長より勲章と勲記を受け取った巨勢氏
(写真右）

▲菅根市長(左)と髙橋重光氏(右)「思いがけない賞を受
賞し、大変恐縮です。」と話されました。

産
業
文
化
賞

鈴
木

勲
氏
(梺
町
１
)

尾
花
沢
ま
つ
り
ば
や
し
と
尾
花
沢

雅
楽
の
再
興
、
若
い
世
代
の
担
い
手

育
成
に
尽
力
さ
れ
、
と
も
に
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
文
化

の
保
存
伝
承
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
振
興
賞

鈴
木
正
司
氏
(梺
町
１
)

永
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
長

を
務
め
ら
れ
、
自
ら
の
教
職
経
験
を

活
か
し
、「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」
の

充
実
な
ど
社
会
教
育
の
振
興
と
生
涯

学
習
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
功
労
賞

石
山
忠
芳
氏
(矢
越
)

宮
沢
地
区
区
長
会
会
長
、
翁
山
を

愛
す
る
会
会
長
を
歴
任
し
、
ま
た
消

防
団
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、

地
域
の
振
興
発
展
や
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
尾
花
沢
市
消
防
本
部
に

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
が
導
入
さ
れ
、
12
月
21
日
に

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
自
動
車
は
大
石
田
分

署
に
配
備
さ
れ
、
災
害
発
生
時
に
は

尾
花
沢
市
、
大
石
田
町
の
ほ
か
、
各

地
の
災
害
現
場
に
出
動
し
、
消
防
活

動
を
行
い
ま
す
。



▲車両後部に「電動アシスト式ホース
カー」を搭載。山間部等の傾斜地や離
れた場所までホースをのばす際に迅速
に対応できます。

▲写真左から、鈴木勲氏、鈴木正司氏、石山忠芳氏

山形県ふるさとの川愛護活動支援事業に参加。翁
山林道途中にある中沢川の清掃活動や草刈り作業な
どの美化活動を積極的に実施していることが認めら
れました。※中沢川には、大正時代に造られ、平成
22年に国の登録有形文化財となった砂防堰堤が４基
あり、現在も当時のままの姿で機能しています。

【河川・海岸等の美化、環境保全及び愛護意識啓発活動部門】
宮沢地区振興連絡協議会

ふれあいの道路愛護事業に参加。はながさの利用
者（障がい者）と地域住民とが一体となって主要地
方道尾花沢最上線などの道路清掃・植栽活動を行っ
ており、安全で快適な生活区間の保持、良好な地域
コミュニティー形成の功績が認められました。

【道路美化活動部門】
特定非営利活動法人はながさ

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
導
入

▲車両積載部に2,000ℓの水槽を搭載。
車両上部には、高い場所や離れた場所
への大量放水が行える放水銃も搭載し
ています。

▲特定非営利活動法人はながさ
理事長鈴木正司氏


